令和元年度第１回城端地域審議会会議録

1　開催日時　　令和元年９月２６日(木)午後１時３０分から午後３時２５分まで
2　開催場所　　南砺市城端庁舎　３階　視聴覚室
3 出席委員　　　９名　松本久介、坂井　隆、水口耐子、谷崎　猛、岩井　透、嶋　文秋、
朝日勝彦、上田憲仁、税光詩子
欠席委員　　　４名　川合征利、田辺章子、前川寿英、荒木純一
4 市側出席者　　　　　田中市長、上口市長政策部長、柴市長政策担当部長、川森市民協働
部長、荒木市民協働部担当部長、市川南砺で暮らしません課課長、

石崎行革・施設管理課長、竹中地方創生推進課長、吉田城端行政セ
ンター長、亀田地方創生推進係長、勇﨑協働のまちづくり係長、岩
滝城端行政センター次長
5  傍聴者　　　　３名
6  協議議題

　　　　　　　（１）南砺市総合計画　将来像について
7  会議経過
○開会及び会議成立の報告
事務局(センター長)から開会と本審議会の成立の報告を行う。
　○委嘱書の交付
机上に委嘱書を事前配布。センター長より新委員氏名を読み上げ、紹介する。
　
　○会長挨拶
本日は、市総合計画の将来像から庁舎統合に伴う組織の編成について審議をおこなう。皆さんから忌憚のない意見をお願いする。
○市長挨拶

　　総合計画では新しいことに取り組む勇気が必要。そのことをご理解いただき審議をお願いする。
　　
○協議議題
松本会長が議長となり、順次議事を進める。
（議　　長）　　議題（１）南砺市総合計画　将来像についての説明を求める。
（竹中課長より配布資料１の確認、続いて資料に基づき説明をおこなう。亀田係長より追加資料の説明をおこなう。）
（議　　長）　　議題（１）の質疑を求める。

（A　委員）　　庁舎改修後の複合型施設案を街づくり検討委員会で、提案してきたところであるが、具体的な図面としての提示が必要であるように思う。夢のあるよい複合施設を具現化するよう、情熱をもって取り組んでいただきたい。行革ありきの施策でなく、前向きな新たなプロジェクトチームの編成が必要ではないか。

（市　　長）　　フリーな考えを持つチーム編成が必要と考える。検討したい。
（B　委員）　　少子高齢化に絞った将来像に見受けられるが、高校生や大学生への、学生に対して働く場の魅力をアピールするべきと思う。
（市　　長）　　（追加資料を提示し）学生が故郷に魅力を感じ、人口の社会増に繋げられるよう、やるべきことの項目に記載していきたい。

（A　委員）　　たとえば、高齢者が家に閉じこもらず、公共交通機関の利用で外出してもらうなどの場合、目指すまちの姿では③と②が関連してくる。また、高齢者の見守りからいえば、②③④に関連する。小規模多機能自治はどれにも当てはまる。目標設定に疑問がある。

（市　　長）　 わかりやすいよう、目標設定を見直したい。

（C　委員） 　やるべきことの空欄はいつ記載されるのか。
（市　　長）　 １２月までに決定していきたい。

（C　委員）　　資料１のｐ１、第２次南砺市総合計画の位置づけの中で、 ‘政策的経費’と‘その他の基礎的経費’があるが、総合計画の各項目の予算配分を示してほしい。また、予算管理・実施の仕組みはどういった形でいつ頃示されるのか。予算等、数字を出して説明をしてほしい。
（竹中課長）　　（資料１　P1表をもって説明）財政計画に沿うものであり、政策的経費は、重点事業に充当するものであ
ることから、令和２年度予算は２月頃となる。最終的には３月議会の議決後と
なる。

（D　委員）　　高速道路の利用促進を勧め、若者のＵターンＩターン受け皿である雇用の創出に繋げる施策が必要ではないか。
（市　　長）　　桜が池スマートインターの整備により、観光・交流人口の増加に繋げ、集客による雇用の増加に発展させたいと考えている。
（C　委員）　　台風等による電力供給の遮断対策の考えはいかがか。

（市　　長）　　電線の地下埋設整備も含め、今後検討していきたい課題と考える。

（A　委員）　　市民の安全・安心に関する項目は何処に入ってくるのか。

（市　　長）　　防災対策等は、取り組まねばならない項目と認識している。やらなければならないことはやる。いずれかの項目に列記したい。
（E　委員）　　城端地域の発展のため、どうすれば若者等に働く場所を提供できるかの施策に努める必要があるのではないか。
（市　　長）　　南砺市には、現在働く場所はあると認識しているが、問題は働きたい場所があるかどうかである。今後も充実した企業化支援施策に取り組んでいきたい。
（議　　長）　　他に質疑を求めるも全委員質疑なし。

（議　　長）　　その他（１）庁舎統合に伴う各課の移転スケジュールについての説明を求める。
（石崎課長より配布資料２の確認、続いて資料に基づき説明をおこなう。）

（議　　長）　　その他（１）の質疑を求める。

（F　委員）　　市民のための駐車場の確保は大丈夫なのか。
（石崎課長）　　市民用の駐車場は１００台確保したいと考えている。また、職員駐車場については、庁舎とは離れた箇所に借地として確保したい考えでいる。

（A　委員）　  別館の駐車場はいつから使えるか。

（石崎課長）　  来年４月から使える。

（E　委員）　  国道拡張で駐車場が確保できるのか。

（石崎課長）　  市民用に１００台確保する。
（A　委員）　  保健センターの解体後も駐車場として利用するのか。

（石崎課長）　  ５月下旬には車庫として利用したい考えでいる。

（G　委員）　　 市職員は、積極的になんバス等を利用した通勤体制を図るべきではないか。
（石崎課長）　  現在、内部でも検討しているところであり、公共交通を十分活用した通勤体制を考えたい。
（A　委員）　　なんバス路線及び時刻表は、いつ示すのか。
（竹中課長）　　３月となるが、４月の新年度に向けて利便性の高いもいのとして、計画していきたい。
（議　　長）　　他に質疑を求めるも全委員質疑なし。

（議　　長）　　その他（２）市が事務局を担っている各種団体事務の方向性についての説明を求める。
（石崎課長より配布資料３の確認、続いて資料に基づき説明をおこなう。）

（議　　長）　　その他（２）の質疑を求める。

（A　委員）　　各種団体には、説明は終わっているのか。
（石崎課長）　　説明は終わっているが、いくつか課題があることは理解している。
（A　委員）　　職員の削減は、職員適正化計画に基づき１０ヵ年でおこなえばよいが、移管については、来年６月３０日をもって一斉におこなうのはいかがなものか。定員削減と比例して移管をおこなえばよいのではないのか。
（上口部長）　　今までの行政センターの振興係の業務については、基本的に担当課が担う

こととなるが、イベント等の事務局移管をスムーズにおこなうため、「地域振

興室」を南砺で暮らしません課に新設し、不安の残らない体制で地域との調
整役として業務する予定である。
（A　委員）　　６月末で行政センター振興係を無くするのは良いとは言えない。地域振興が低調になるのではないか。
（市　　長）　　それも含めて低調にならないよう、「地域振興室 地域振興係」で担わせたい。
（議　　長）　　他に質疑を求めるも全委員質疑なし。

（議　　長）　　その他（３）令和２年度からの組織機構改革についての説明を求める。
（上口部長より配布資料４の確認、続いて資料に基づき説明をおこなう。）

（議　　長）　　その他（３）の質疑を求める。

（D　委員）　「地域振興室」の職員数は？また、設置は暫定的なものとあるが、何年までを目処としているのか。
（市　　長）　  業務がスムーズに行えるような数を考えている。
（上口部長）　　イベント等の事務局を実行委員会等に移行できるまでと考えており、今は何時までか言えない。
（C　委員）　　ブランド戦略部も分かりにくく、課名がマッチしているか分からない。エコビレッジ推進課のＳＤＧｓ係は、高齢者に理解してもらえるのか疑問である。
（川森部長）　　エコビレッジ推進課は、今後環境政策に関する業務をおこなうとともに、自立循環型社会（街づくり）を目指すものである。また、ＳＤＧｓは市が２０３０年を目標に地球規模で国際的に決められた基準を南砺市の現状、事業に置き換え、事業展開していくもので、総合戦略として位置づけするものである。今後、一人でも多くの市民に理解を深めていただきたいと思っている。
（上口部長）　  ブランド戦略部名について説明。その名のとおり、南砺のブランドを発信し世界へ広める役割をもった部署である。
（A　委員）　  「地域振興室」の職員の地域的な配慮は。
（上口部長）　  これから検討するところである。
（議　　長）　その他の質疑を求める。
（委　　員）　全委員質疑なし。　
（議　　長）　降壇挨拶
（会　  長）　閉会挨拶
○閉会

事務局（センター長）から閉会の宣言をする。
午後３時２５分閉会
1

